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(57)【要約】
【課題】生活用水から飲料水まで自然と調和し生体に優
しい活水を生成することができる活水生成装置を提供す
る。
【解決手段】浄水を金属ハウジング４の下部空間４ａか
ら活水材６を浸透するように第一スパイラルスクリュー
５に沿って回転させながら金属ハウジング４の上部空間
４ｂへ湧き上がらせ、活水材６を通過した湧水を金属ハ
ウジング４の上部空間４ｂから筒体８の上部に導入し、
第二スパイラルスクリュー９に沿って所定方向に回転さ
せながら流下させて筒体８の下部より流出させて活水を
生成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水中の汚れや生体に有害な物質を除去して浄水を生成するフィルター手段と、
　ハウジング内に第一スパイラルスクリューが収納され、当該スパイラルスクリューによ
って仕切られたハウジング空間に複数種類の天然鉱石を積層した活性材が充填され、前記
フィルター手段を通過した浄水を活水化する活水化手段と、
　前記活水化手段で生成された活水を、断面楕円形の筒体空間を第二スパイラルスクリュ
ーによって仕切られた当該筒体の上方から下方に流れ下るように誘導する導水手段と、を
具備し、
　前記浄水を前記ハウジングの下部空間から前記活水材を浸透するように前記第一スパイ
ラルスクリューに沿って所定方向に回転させながら前記ハウジングの上部空間へ湧き上が
らせ、前記活水材を通過した湧水を前記ハウジングの上部空間から前記筒体上部に導入し
、前記第二スパイラルスクリューに沿って所定方向に回転させながら流下させて前記筒体
下部より流出させて活水を生成することを特徴とする活水生成装置。
【請求項２】
　前記導水手段に備えた断面楕円形をした前記筒体の短軸と長軸との比率は１対√２であ
る請求項１記載の活水生成装置。
【請求項３】
　前記第一，第二スパイラルスクリューは、通過する水を時計回り方向に回転させながら
導水する請求項１又は請求項２記載の活水生成装置。
【請求項４】
　前記フィルター手段は、水中の汚れを除去する第一フィルター手段と、前記第一フィル
ター手段を通過した水中に含まれる生体に有害な物質を除去する第二フィルター手段と、
を含む請求項１乃至請求項３のいずれか１項記載の活水生成装置。
【請求項５】
　前記一フィルター手段の上流側に土壌汚染物質を除去する第三フィルター手段が接続さ
れている請求項４記載の活水生成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば生活用水から飲料水まで自然と調和し生体に優しい活水を生成する活
水生成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から水道水を浄化して飲用水として利用する浄水器としては、水の電気分解により
アルカリイオン水を生成するもの、活性炭を用いた電子水、磁場を作用させて磁気活性水
を生成するもの、セラミックを通水させて活水を生成するもの、中空糸膜、ＲＯ（逆浸透
）膜やイオン交換樹脂膜を通過させて純水を生成するもの等様々なタイプの浄水器が提案
され、実用化されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第２７１４７８１号公報
【特許文献２】特許第２９６３３５６号公報
【特許文献３】特許第３１４５６７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　故内水博士は、「水は、必ず土との関係において存在するものであり、土は微生物との
関係において存在している。したがって、土のことを知らずに水を理解することはできな
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いし、土壌菌を知らずに水を知ることはできない」ことを提唱されている。即ち、水の性
質を土（土壌）との関係でとらえることの意義を唱えている。
【０００５】
　具体的には、土壌（土）とは、有機物が土壌菌群の働きで、重合・結合して巨大分子化
した反応生成物であり、この反応を惹起するためには、安山岩や流紋岩などに含まれるケ
イ酸塩が重要な役割を果たしていて、土壌菌がフェノールないしフェノール露出基を含む
化合物（代謝物）を産み出す代謝機能を実現することで、自然の水には本来の浄化作用が
備わっている。そして、火山岩質の鉱物は、そのまま用いると、土壌菌が活性化すること
で、雑菌の活動が抑制される。このように自然の水には、抗菌性を保ち、生体に有益な働
きをすることが知られている。
【０００６】
　したがって、上述した浄水器を含めた水処理装置（特許文献１乃至３を含む）には、何
らかの抗菌作用が施されていたり不織布が用いられていたりして、生体に備わる免疫機能
によって、生体に直接影響を与えない毒性をもって水を殺菌しているだけであり、飲料用
として生成される水は、健康的で安全な飲料水とは程遠いものになっており、微生物との
共生関係も保つことができない水となっているのが現状である。
【０００７】
　本発明の目的は、上述した従来技術の課題を解決し、生活用水から飲料水まで自然と調
和し生体に優しい活水を生成することができる活水生成装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため本発明は次の構成を有する。
　水中の汚れや生体に有害な物質を除去して浄水を生成するフィルター手段と、ハウジン
グ内に第一スパイラルスクリューが収納され、当該スパイラルスクリューによって仕切ら
れたハウジング空間に複数種類の天然鉱石を積層した活性材が充填され、前記フィルター
手段を通過した浄水を活水化する活水化手段と、前記活水化手段を通過した活水を、断面
楕円形の筒体空間を第二スパイラルスクリューによって仕切られた当該筒体の上方から下
方に流れ下るように誘導する導水手段と、を具備し、前記浄水を前記ハウジングの下部空
間から前記活水材を浸透するように前記第一スパイラルスクリューに沿って所定方向に回
転させながら前記ハウジングの上部空間へ湧き上がらせ、前記活水材を通過した湧水を前
記ハウジングの上部空間から前記筒体上部に導入し、前記第二スパイラルスクリューに沿
って所定方向に回転させながら流下させて前記筒体下部より流出させて活水を生成するこ
とを特徴とする。
【０００９】
　上記構成によれば、フィルター手段で水中の汚れや有害物質が除去された浄水が、活水
化手段のハウジングの下部空間から第一スパイラススクリューによって螺旋回転しながら
導水されて活水材を浸透してハウジングの上部空間へ湧き上がる。このとき、第一スパイ
ラルスクリューに沿って螺旋状に湧き上がることで複数層の天然鉱石からなる活性材との
接触時間が長くとれるため、水の表面張力を低減させて微細なクラスター状にすることで
酸素が取り込まれて活性化される。また、活性材が天然鉱石の積層されたものであるため
、湧き上がる水に遠赤外線や磁場が作用することによっても水の表面張力を低減させると
共にミネラルも溶出して活性化が助長される。そして、ハウジングの上部空間から導水手
段の筒体上部に導入されて第二スパイラススクリューによって螺旋状に回転しながら流下
させることで、水分子を取り巻く電子のスピンが揃い水分子の振動が共鳴して、自然界に
存在する湧き水のような活水を生成することができる。
【００１０】
　前記導水手段に備えた断面楕円形をした前記筒体の短辺と長辺との比率は１対√２であ
ると、活水手段を通過した水が第二スパイラルスクリューを流下する際に表面張力が更に
低下して溶存酸素が増えて活性化された活水を生成することができる。
【００１１】
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　前記第一，第二スパイラルスクリューは、通過する水を時計回り方向に回転させながら
導水するので、ＤＮＡの螺旋構造や電子の回転方向等の自然界における回転方向と一致し
、自然界の回転エネルギーを受けながら、活性水を生成することができる。
【００１２】
　前記フィルター手段は、水中の汚れを除去する第一フィルター手段と、前記第一フィル
ター手段を通過した水中に含まれる生体に有害な物質を除去する第二フィルター手段と、
を含むことが好ましい。
　これにより、河川や湖沼の水から第一フィルター手段で赤錆や水中の汚れが除去され、
第二フィルターで、塩素や発がん性トリハロメタン、放射線、ヨウ素１３１などの有害物
質が除去された浄水を生成して、活水化手段に供給することができる。
【００１３】
　前記一フィルター手段の上流側に土壌汚染物質を除去する第三フィルター手段が接続さ
れていてもよい。この場合には、工場排水や原子力発電所の排水等の特殊な汚れを伴った
排水を浄化して生活用水として再利用することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、生活用水から飲料水まで自然と調和し生体に優しい活水を生成するこ
とができる活水生成装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】活水化装置の一例を示す断面説明図及び第一スパイラルスクリューの部分説明図
である。
【図２】導水装置の一例を示す破断説明図である。
【図３】筒体の形態を説明する上視図及び部分断面図である。
【図４】活水生成装置の一例を示す断面模式図である。
【図５】他例にかかる活水生成装置の一例を示す断面模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、発明を実施するための一実施形態について添付図面に基づいて詳細に説明する。
先ず、図１乃至図５を参照して活水生成装置の一例について説明する。活性水生成装置は
、上水道の配管に接続されて水道用の蛇口より活水を供給可能な活水生成装置について説
明する。
【００１７】
　図４において、第一フィルター装置１（第一フィルター手段）は、水中の汚れや生体に
有害な物質を除去して浄水を生成する。具体的には、河川や湖沼の水から取り込まれた水
中に含まれる赤錆や水中の汚れが除去される。第一フィルター装置１は、例えば糸巻タイ
プのフィルターが用いられる。糸巻フィルターのコア材及び濾材として例えばポリプロピ
レン等が用いられる。
【００１８】
　第二フィルター装置２（第二フィルター手段）は、第一フィルター装置１に直列に接続
され、第一フィルター装置１を通過した水中に含まれる生体に有害な物質を除去する。具
体的には、水中に含まれる塩素や発がん性トリハロメタン、放射線、ヨウ素１３１などの
有害物質が除去される。第二フィルター装置２は例えば活性炭フィルターが用いられる。
　第一フィルター装置１及び第二フィルター装置２を通過することで浄水を生成するフィ
ルター手段を構成する。
【００１９】
　図１（ａ）において、活水化装置３（活水化手段）は、第二フィルター装置２に直列に
接続され、第二フィルター装置２を通過した浄水を活水化する。金属製ハウジング４内に
は第一スパイラルスクリュー５が収納されている。金属製ハウジング４や第一スパイラル
スクリュー５としては、例えばステンレススチールが用いられる。第一スパイラルスクリ
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ュー５は、上仕切り板５ａ及び下仕切り板５ｂが支柱５ｃで連結されている。上仕切り板
５ａ及び下仕切り板５ｂは、メッシュ状に形成されるか若しくは貫通孔が多数穿孔されて
おり、通水性を有する。図１（ｂ）に示すように、支柱５ｃの周囲には螺旋状に連続する
羽根５ｄが一体に形成されている。
【００２０】
　図１（ａ）に示すように、金属製ハウジング４内には下部空間４ａと上部空間４ｂが形
成されており、導水エリアとして使用される。第一スパイラルスクリュー５は、金属ハウ
ジング４の下部空間４ｂから上部空間４ａに向かって時計回り方向に螺旋状に回転させな
がら導水するようになっている。この第一スパイラルスクリュー５は、例えば１０枚の螺
旋状に連続する羽根５ｄが形成されており、羽根５ｄによって仕切られたハウジング空間
に複数種類の天然鉱石を積層した活性材６が充填されている。天然鉱石は、細かな粒状に
粉砕された鉱石が用いられる。本実施例では、金属ハウジング４内の上仕切り板５ａ及び
下仕切り板５ｂとの間に、例えば１１種類の天然鉱石（波動石、黒曜石、医王石等）が積
層されている。
【００２１】
　図２に示すように、導水装置７（導水手段）は、活水化装置３に直列に接続され、活水
化装置３を通過した水を断面楕円形の筒体８内を上方から下方に流れ下るように誘導する
。図３（ａ）に示すように断面楕円形をした筒体８は、短軸と長軸との比率が１対√２と
なるように形成されている。図３（ｂ）に示すように、筒体８の内部空間が第二スパイラ
ルスクリュー９によって仕切られている。この第二スパイラルスクリュー９は、支柱９ａ
を中心として螺旋状に連続する羽根９ｂが一体に形成されている。第二スパイラルスクリ
ュー９は活水化装置３を通過した水を筒体８の上部から時計回り方向に回転させながら流
下させる。活水化装置３を通過した水が筒体８の上部から導水され第二スパイラルスクリ
ュー９を流下する際に表面張力が更に低下して溶存酸素が増えて活性化された活水を生成
することができる。第二スパイラルスクリュー９は、通過する水を時計回り方向に螺旋状
に回転させながら導水するので、ＤＮＡの螺旋構造や電子の回転方向、地球の自転方向等
自然界における回転方向と一致し、自然界の回転エネルギーを受けながら、生理活性の強
い活水を生成することができる。
【００２２】
　図４において、直列に接続された第一フィルター装置１、第二フィルター装置２を通過
して生成された浄水は、活性化装置３の金属ハウジング４の下部空間４ａから活性材６を
浸透するように第一スパイラルスクリュー５に沿って金属ハウジング４の上部空間４ｂへ
湧き上がらせる。
　活性材６を通過した水は、金属ハウジング４の上部空間４ｂから導水装置７の筒体８の
上部に導入し、第二スパイラルスクリュー９に沿って時計回り方向に螺旋状に回転させな
がら流下させ、筒体８の下部より流出させて活水を生成するようになっている。
【００２３】
　上記構成によれば、第一フィルター装置１及び第二フィルター装置２で水中の汚れや有
害物質が除去された浄水が、活性化装置３の金属ハウジング４下部から活性材６を第一ス
パイラススクリュー５に導水されて金属ハウジング４の上部空間４ｂへ湧き上がる。この
とき、第一スパイラルスクリュー５に沿って金属ハウジング４内を螺旋状に湧き上がるこ
とで活性材６との接触時間が長くとれるため、水の表面張力を低減させて微細なクラスタ
ー状にすることで酸素が取り込まれて活性化される。また、活性材６が天然鉱石の積層さ
れたものであるため、湧き上がる水に天然鉱石から遠赤外線や磁場が作用することによっ
ても水の表面張力を低減させると共にミネラルも溶出して活性化が助長される。そして、
活性化装置３の金属ハウジング４の上部空間４ｂから導水装置７の筒体８の上部に導入さ
れて第二スパイラススクリュー９によって螺旋状に回転しながら流下させることで、自然
界に存在する湧水のような生理活性の強い活水を生成することができる。
【００２４】
　ここで、生理活性の強い活水とは、いわゆる水分子の配列が六員環構造を有する六角水
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に定義付けることは困難であるが、水の性質としては以下のものがあげられる。
　ＰＨ（ペーハー）値は中性で、溶存酸素が多く、気体水素も含まれている。酵素活性の
反応が高く、抗酸化力を発揮する。酸化還元電位（ＯＲＰ）の数値は、自然界の湧水なみ
の１８０～２５０ｍｖを保持している。実験によるとバッテリー容量がなくなった乾電池
を、活水生成装置で生成された活水に６時間程度漬け置きすると７０％近くまでバッテリ
ー容量が回復することが判明している。
【００２５】
　また、第一フィルター装置１の上流側に土壌汚染物質を除去する第三フィルター装置１
０（第三フィルター手段）が接続されていてもよい。
　この場合には、工場排水や原子力発電所の排水等の特殊な汚れを伴った排水を浄化して
生活用水として再利用することができる。
【００２６】
　また、図５に他例に係る活水生成装置の構成を示す。図１と概略構成は同様であるので
、異なる構成を中心に説明する。活水化装置３の金属製ハウジング４の上部空間４ｂには
、トルマリン鉱石をメッシュ材等に内包した補助活水化部１１が吊り下げ支持されている
。補助活水化部１１は、金属ハウジング４内の下部空間４ａより活水材６を通過して上部
空間４ｂに湧き上がった水の筒体８への連絡部に設けられているので、上部空間４ｂに湧
き上がった水の流れによって揺動する。
【００２７】
　トルマリン鉱石には永久に電極を持ち続け静電気を発生し続けるという特性をもつ。マ
イナス電極に蓄えられた電子はトルマリン鉱石の結晶が水に触れると瞬間的に水中に放電
される。これにより周囲の水は軽い電気分解を起こし水の分子は水素イオンと水酸イオン
に分離する。その際プラスイオンはトルマリン鉱石のマイナス電極に引きつけられそこか
ら放電される電子と結合、中和して水素原子となり水素ガスとして空気中に放出される。
これがアルカリ化に向かう事を示す（トルマリン鉱石の発生する電気は微弱電流であるた
め水は弱アルカリ化し限りなくPH7.5に近づく）。一方マイナスイオンは周囲の水分子と
結合してヒドロキシルイオンと呼ばれる界面活性物質に変化しこのヒドロキシルイオンが
単分子膜を作りそれによって、界面活性効果が発生する。水の中にトルマリン鉱石を入れ
ると鉱石の高電圧で水のクラスターが分解され正常な分子状態に戻る。これにより水の活
性化が期待できる。
【符号の説明】
【００２８】
　１　第一フィルター装置　２　第二フィルター装置　３　活水化装置　４　金属製ハウ
ジング　４ａ　下部空間　４ｂ　上部空間　５　第一スパイラルスクリュー　５ａ　上仕
切り板　５ｂ　下仕切り板　５ｃ　支柱　５ｄ　羽根　６　活性材　７　導水装置　８　
筒体　９　第二スパイラルスクリュー　９ａ　支柱　９ｂ　羽根　１０　第三フィルター
装置　１１　補助活性化部
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